
朝鮮半島の動き
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前3世紀 箕子朝鮮建国(～前195頃 )

前195頃  衛満,衛氏朝鮮建国(～前108)
前108  漢の武帝,楽浪郡など4郡設置
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前37  狛族,高旬麗建国(～ 668)
後204  後漢,帯方郡を設置(～ 313)

3世紀頃 半島内部に三韓(馬韓 辰韓 弁韓)成立
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高句麗,楽浪郡を減ぼす

百済建国(～ 660)

新羅建国(～ 935)

百済に1ム教|=■

高句麗云調圭量好矢笠)即位
百済 甲杏鳴ム熟柔臨 |―

説に552)
新羅,加羅(伽耳卜 任那)を減ぼす

高句麗,隋の場帝の遠征軍を撃退

新羅 唐連合軍,百済を減ぼす

浪愧滉ρ戦い (百済援助を
企てた日本軍大敗)
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霊逢,嵩差建国(～ 1392)15 蘭減
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986 高麗,新羅を滅ぼし(935)半島統一

〇 高産版大蔵経 千J行 11lC',金 属活字の発明 高麗青磁
1259 高麗,モンゴル帝国に服属

1270 差

']秒

i済州島などでモンゴルに抵抗(～ 73)
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1392 李成桂,朝鮮建国(～ 1馴 0)部 ,実陽 ○朱子学の宮宇化

1403 太宗,銅活字を鋳造

1446 世宗,朝鮮文字(訓民正音)公布

1485 成宗,「経国大典」実施

1575 文武両I班の党争始まる

壬辰の倭乱(～ 93)(文禄の役)

子醤の倭乱(～98)(慶買の役)
李舜臣の活躍 陶Iの日本連行
清に服属 ○キリスト教(天主教)広まる
辛酉の獄(キリスト教徒大弾圧)

洪景来の乱(不平官吏と貧民の乱)(～ 12)

=済
愚、民族宗教(東学)を倉J始

江華島事件

日朝修好条規(江華条約),朝鮮の開国

甲午農民戦争(東学党の乱)
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1897 高宗,「大韓帝国Jと改称

1907 反日義兵闘争の全国化

1910 朝鮮植民地化(「韓国併合条約」)朝鮮総督府設置

口 朝鮮半島の歴史① toP186 □新羅と東アジア文fヒ固(8～ 9世紀)

田朝鮮半島の変遷 財との関係2前 1世紀 B4世紀末
□時

漢の 4郡
設置年

高旬麗
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①高句麗・広開土王(好太王)碑

領土拡大を図り,百済を攻撃,百

済を支援する倭軍を打ち破つた広

開土王の功績を記した。(414年建立1880年発見.高さ63m)

①朝鮮(左)と広隆寺(京都市)

の弥勒書薩 楽浪郡 帯方部の
減亡(4c),百済 高句麗の崩壊
(7c)などにより,多くの朝鮮人

が日本に渡来し仏教文化を伝えた。

韓国国立中央博物館蔵

①慶州の仏国寺 676年朝鮮半島を統一した新羅は,唐の宗主権を認め,

律令体制や仏教文化などを吸収して高度な文化を開花させた。中でも首都

金城(現慶州)の東南16kmの山中にある仏国寺は,秀吉の朝鮮侵略(16世

紀末)で木造部分を焼失したが,現在も音の壮麗さをとどめている。

世宗とハングル、ぉん
ハングル|よ朝鮮の第 4代世宗が1446年に「訓民正音」(民に教〈訓〉える正し
しヽ音の意)と して公布した民族文字。世界で最も合理的な構成が特色。これ

により,朝鮮民族は初めて自らの言語を表記する固有の文字をもつことと

なつた。しかし両班は19c末 まで八ングルを諺文としてさげすみ,漢文を正

文とした。17cに 八ングルの小説が現れ,19c末に大衆化し,「ハングル」(偉

大な文字)と呼
ばれるように
なった。
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モンコル

軍の進路

――― 交易路

タタール (縫担 )

―=>後 期倭寇の侵攻
―一一 交易路 (朱印船貿易 )

○高麗青磁 宋磁の

影響を受けた陶磁器の

中でも,翡翠色に文様

を象嵌した高麗青磁は

美の極致をなす。

一

①高麗版大蔵経 モンゴル軍撃退を仏に祈願

し,1236年 から16年 PB3で 8万余の版木が彫られた。

○口]III ttIIとは高麗 (李氏)朝鮮の時代に特権身分を形成した文武の

世襲的官僚(東班=文官,西班 =武官)のこと。政権を独占する一方,科田

法によつて大地主となるなど,朝鮮の伝統的儒教社会に君臨したが,やが

で党争を引き起こし,(李氏)朝鮮衰退の大きな原因となつた。

風水思想に基づく吉地に建てられた。関妃は1895年ここで殺害された。

●続―新羅・高麗・(李氏)朝鮮の比較青字:建国者赤字:首都

統一新羅(慶州) 国名 高麗(王建。開城) (李氏)朝鮮(李成桂。漢陽

●貴族律令体制

●骨品制

(氏族的身分制)

配

制

支

体

●両班官僚体制

●科挙制

●田柴科制

●両班官僚体制

●科田法

●『経国大典』

●仏教 国教 ●仏教 ●朱子学(李退渓の活躍)

●慶州仏国寺

石窟庵

文

化

●高麗版大蔵経

●高麗青磁

●金属活字

●李朝白磁

●銅活字印刷

●訓民正音

唐に服属 潮
離
　
冊封関係

五代 Jヒ宋に服属

|
遼(契丹)金に服属

|
元に服属
鰈・鶉
清に服属

各地に残る李舜
臣像のすべてが
日本の方角を向
いている

○李舜臣像(釜山)と亀甲船○ 秀吉
の朝鮮侵攻に対し,李舜臣は装甲軍1監であ

る「亀甲船」を主力とする水軍を率いて日本

水軍を撃破。上陸した日本軍の補給路を断

つて,その侵攻を阻んだ。

○豊臣秀吉 (1537～ 98)

国内統一後,大名の領土要求
を大陸に向けさせるため明の

征服を計画。その足掛かりと

して朝鮮出兵を強行した。

● 日 朝 関 係 の 変 遷

室田I時代 115c-16c前半|

↓友好的に使節交換,交易

讐晨。〒旨の倭乱116c末 |

江戸時代 (17cヽ 19c,

対馬の宗氏を介して交流

朝鮮通信使の派遣

①朝鮮通信使 豊臣秀吉の朝鮮侵略以来断絶していた両国の国交は徳
川家康の時に回復。以後12回 ,将軍の代替りことに朝鮮通信使が来日した。

輔 :二機 瘍 笏 珀 髪 浚 釜 徒


